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令和７年度学校努力点全体会                  Ｒ７．４．１５  

１ 研究主題 

 

 
 

２ 主題設定の理由 

努力点研究２年目となった昨年度は、初年度実践の成果と課題を基に、「ナゴヤ学びのコンパ

ス」の視点を取り入れながら児童が主題の姿に迫ることができるよう、研究を進めてきた。課題

として挙げられていた教師主導となりがちであった活動を、児童が主体となって活動することが

できるよう、児童の「自己選択・自己決定」と、「自律して学び続ける姿」を意識することで児童

が本校の校訓である「考え、決めて、行動する」姿に迫ることができるよう、実践を進めてきた。 

昨年度の成果として、これまでの一斉授業の形だけでなく、児童が「自己選択・自己決定」し

た内容を追究する姿や、児童が主体となって学びを深めていく姿が見られた。これは、各実践に

おいて、教師が学びを児童に委ねる意識をもち、学習を展開できたからだと考える。しかし一方

で、児童の「自己選択・自己決定」した内容が次の考えや学習につながっていたのかが不明確で

あったことついては課題が残った。 

努力点研究３年目となる今年度は、課題として挙げられた、児童の「自己選択・自己決定」を

次の活動や学習につなげるために、「振り返り」を重視した授業実践が必要だと考える。「考え、

決めて、行動する」児童を育成する上で、「振り返り」を重視した新たな授業実践を検討すること

で、学習した内容が次の学習へとつながり、学習にサイクルが生まれていくことを狙いたい。ま

た、単元全体を見通した授業づくりを意識した実践を進め、その中で「振り返り」を生かして次

の学習につながるような手立てを講じることで、児童自身が学びに見通しをもつことができるよ

うにしていく。 

実践を進めるにあたっては、本主題で初年度に育てることのできた「考える」ために必要な「相

手のことを受け入れ、互いに協力していくことができる子どもたちの姿」と、昨年度育てること

のできた「決める」ために必要な「自律して学び続ける姿」を基盤とする。そして、「行動する」

姿を見とるために、単元全体を見通して構想した「振り返り」を重視した実践を進めていく。こ

の３年間で重視した姿を一つの学びのサイクルとしてつなげていくことが、本研究の意義となる

と考える。「ナゴヤ学びのコンパス」で挙げられている姿だけでなく、本研究の中で子どもたちが

主体となって学びを深めていく姿が繰り返されるよう、実践を進めていく。 

「振り返り」を重視した実践を構想する際には、単元内で次時につながる「振り返り」をどの

ような手立てで行うと有効かや、前時の「振り返り」を活用して児童が自律して本時の学習を学

んでいくためにはどのような手立てが有効かなどを検討していく。また、単元内だけでなく、前

単元での振り返りを生かして、児童が本単元の学習方法などを「自己選択・自己決定」していく

ための手立てなど、学年の発達段階に応じながら、児童が「考え、決めて、行動する」ことがで

き、学習にサイクルができる姿を全職員で模索していきたい。 
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３  推進の方法と組織 

(1) 推進方法 

令和７年度学校努力点推進年間計画を基に、各部会で検討しながら、実践を進める。 

(2) 努力点推進の組織 

  

 

 

 

 

 
 

４ 具体的な取り組み 

○ 単元全体を見通した授業づくりを意識し、その中で「振り返り」を生かして次の学習につな

がるような手立てを講じることで、児童自身が学びに見通しをもつことができるようにする。 

〇 「考える、決める、行動する」を柱として、「ナゴヤ学びのコンパス」に焦点を置き、「振り

返り」を重視した実践を、前期(４～９月)と後期(１０～１月)の年間２回以上の授業を設定する。

そのうち１回の授業を公開する。 

〇 授業の公開にあっては、指導略案を前日までに全職員に配布し、部会ごとに参観する。 

※ 他の部会の授業についてもスケジュールが調整できれば積極的に参観する。 

〇 中間報告及び最終報告については指導略案をベースとした形とし、子どもたちの実態・実践

の方向性、指導過程、成果と課題をまとめる。その際、活動や学習の流れが分かるよう、子ど

もたちの活動の様子や子どもたちが記述したワークシートなどを資料として差し込んだもの

を作成する。 

５ 実践検討の方法 

  低・中・高学年の三つの部会に分かれて活動をする。授業の事前検討・参観・事後検討を部会

で行い、実践の進捗状況を報告し合いながら、柔軟に修正を加えて実践を進めていく。 

６ 努力点推進年間計画 

 

月 日 内         容 

４ 15 月 第 1回努力点全体会(推進計画の検討、年間計画確認) 

４月中 実態把握、前期授業実践計画 

５ １または２ 木または金 第２回努力点部会（前期授業実践検討）※遠足のない日程で実施 

５～９月 前期授業実践（各部会で実践前後検討） 

９ 11 木 第３回努力点部会（中間報告に向けて、後期授業実践検討） 

10 ６ 木 第４回努力点全体会（中間報告） 

１０～１月 後期授業実践（各部会で実践前後検討） 

12 15 木 第５回努力点部会（最終報告提出に向けて） 

２月 最終報告作成 

２ ９ 月 第６回努力点全体会（最終報告報告、来年度方向性の協議） 

校
長
・
教
頭 

努
力
点
推
進
委
員
会 

池
田
、
石
黒 

長
谷
川
、
各
学
年
一
人 

＜各部会＞☆はキャプテンです。 

低学年Ｇ ☆岩田、日比、西尾、村上、野村、角田 

中学年Ｇ ☆長谷川、浅井翔、若山、西浦、颯田、宮本 

高学年Ｇ ☆浅井勇、石原、山本、村岡、水野、石黒 
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